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(57)【要約】
（要約）
（課題）ひとつのコンテンツを選択するだけで静止画形
式のデータか動画形式もしくは両方のデータのいずれか
を選択することが可能であり、コンテンツごとに所望形
式のデータを入手して閲覧することができるコンテンツ
配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテンツ操
作プログラムを提供することにより、配信されたコンテ
ンツをコピー等の模倣不能効果を確実に得る。
（解決手段）コンテンツを利用する端末と、この端末に
コンテンツを配信するコンテンツ配信装置と、端末とコ
ンテンツ配信装置を接続する通信回線と、を備えるコン
テンツ配信システムにおいて、前記端末は、所望する動
画又は静止画像のいずれか、もしくは両方のコンテンツ
を選択しその選択情報を前記コンテンツ配信装置に要求
する選択機能と、所望コンテンツを前記コンテンツ配信
装置から受信しそのコンテンツを処理する表示機能と、
を有するコンテンツ操作プログラムを備え、前記コンテ
ンツ配信装置は、複数のコンテンツを記憶する記憶手段
と、前記端末からの所望する動画又は静止画像のいずれ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンテンツを利用する端末と、この端末にコンテンツを配信するコンテンツ配信装置と、
端末とコンテンツ配信装置を接続する通信回線と、を備えるコンテンツ配信システムにお
いて、
　前記端末は、所望する動画又は静止画像のいずれか、もしくは両方のコンテンツを選択
しその選択情報を前記コンテンツ配信装置に要求する選択機能と、所望コンテンツを前記
コンテンツ配信装置から受信しそのコンテンツを処理する表示機能と、を有するコンテン
ツ操作プログラムを備え、
　前記コンテンツ配信装置は、複数のコンテンツを記憶する記憶手段と、前記端末からの
所望する動画又は静止画像のいずれか、もしくは両方のコンテンツの選択情報に基づいて
該当するコンテンツを記憶手段から検索する検索手段と、この検索手段によって検索され
たコンテンツを端末に配信する配信手段と、を備え、
　前記コンテンツ配信装置の前記憶手段は、１のコンテンツについて静止画形式のデータ
及び動画形式のデータを含む２以上の形式のデータを、エンコーダによって暗号化されて
記憶するものであり、
　前記コンテンツ操作プログラムの前記選択機能は、選択したコンテンツからさらに所望
のデータ形式を選択するとともに、選択したコンテンツを暗号化された状態で、選択した
データ形式で受信するものであり、
　前記コンテンツ操作プログラムの前記表示機能は、静止画形式のデータは静止画として
表示可能であって、前記コンテンツが復号化された動画形式のデータは動画として表示可
能であり、かつ該静止画及び／又は動画が再生後、削除されることを特徴とするコンテン
ツ配信システム。
【請求項２】
　請求項１記載のコンテンツ配信システムにおいて、
コンテンツ配信装置の記憶手段は、複数の漫画のコンテンツを記憶するものであり、
漫画のコンテンツにおける静止画形式のデータは、作画された漫画に基づいて作成された
画像データであり、
漫画のコンテンツにおける動画形式のデータは、作画された漫画から切り出した素材を用
いて作成される複数のコマからなり、これら複数のコマをコンテンツ操作プログラムで連
続表示することによって動画として表示されるデータであることを特徴とするコンテンツ
配信システム。
【請求項３】
請求項１又は請求項２記載のコンテンツ配信システムにおいて、　
コンテンツ配信装置の記憶手段は、１のデータ形式について２以上の言語のデータをもっ
て記憶するものであり、
　コンテンツ操作プログラムの選択機能は、所望コンテンツの所望データ形式であって所
望の言語のデータを、選択してその選択情報をコンテンツ配信装置に要求可能であり、
　コンテンツ操作プログラムの表示機能は、所望言語のデータを前記コンテンツ配信装置
から受信してそのコンテンツを所望言語で表示可能であることを特徴とするコンテンツ配
信システム。
【請求項４】
　コンテンツを利用する端末に通信回線を介してコンテンツを配信するコンテンツ配信装
置において、
　複数のコンテンツを記憶する記憶手段と、前記端末から送信されるコンテンツの選択情
報に基づいて該当するコンテンツを記憶手段から検索する検索手段と、この検索手段によ
って検索されたコンテンツを端末に配信する配信手段と、を備え、
　前記記憶手段は、１のコンテンツについて静止画形式のデータ及び動画形式のデータを
含む２以上の形式のデータを、請求項１記載の暗号化方法によって暗号化されて記憶する
ものであり、
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　前記配信手段は、前記検索手段によって検索されたコンテンツを、前記暗号化方法によ
って暗号化された状態で、前記端末から要求されるデータ形式で配信することを特徴とす
るコンテンツ配信装置。
【請求項５】
　コンテンツ配信装置から通信回線を介して配信されるコンテンツを操作し得るコンテン
ツ操作プログラムにおいて、
　前記コンテンツ配信装置に記憶されるコンテンツの中から所望のコンテンツを選択する
とともに、そのコンテンツにおける所望のデータ形式を選択し、選択したコンテンツ及び
データ形式の選択情報を暗号化して前記コンテンツ配信装置に送信する選択機能と、
　コンテンツ配信装置から配信される所望コンテンツを暗号化された状態で受信し、受信
したコンテンツが静止画形式のデータであれば静止画として表示可能で、受信したコンテ
ンツが動画形式のデータであれば動画として表示可能で、受信したコンテンツが静止画形
式のデータ及び動画形式のデータであれば静止画及び動画の両方を表示可能で、かつ該静
止画及び動画が再生後、削除されることを特徴とするコンテンツ操作プログラム。
【請求項６】
　コンテンツを利用する端末と、この端末にコンテンツを配信するコンテンツ配信装置と
、端末とコンテンツ配信装置を接続する通信回線と、を備えるコンテンツ配信システムに
適用される、コンテンツの再生方法であって、
　前記再生方法が、
　動画又は静止画像と日本語、中国語又は英語を区分する種類が書き込まれた種ファイル
により、第１暗号化キーを作成する手順、
　識別番号、発行者、タイトル、使用言語、サムネイルの情報を含むパラメータファイル
からコンテンツ情報を作成する手順、
　前記コンテンツ情報と、前記第１暗号化キーにより、第２暗号化キーを作成する手順、
　静止画像及び動画情報が格納された前記配信装置のデータベースとして機能する第１記
憶手段に格納された一次ファイルであるコンテンツを、エンコーダーを用いて前記第１暗
号化キーと前記第２暗号化キーにより暗号化する手順と、
　前記手暗号化された情報を、二次ファイル及び三次ファイルの２種類のファイルに分け
て、前記データベース又は、前記データベースとは異なる前記二次ファイル用の第２記憶
手段と前記三次ファイル用の第３記憶手段にそれぞれ格納する手順、および
　前記二次ファイルに格納された情報と、前記三次ファイルに格納された情報を読み出し
、前記二次ファイル及び三次ファイルとは異なる四次ファイルに書き込む手順
を含む暗号化工程と、
　前記配信装置の配信サーバより配信情報を取得しディスプレイに表示する手順、
　ユーザが選択した配信情報に該当する前記四次ファイルをダウンロードする手順、
　前記種ファイルを取得する手順、
　前記種ファイルと前記四次ファイルより、第１復号キーを生成し、前記二次ファイルを
抽出し、前記三次ファイルを抽出し、当該三次ファイルと第１復号キーより、第２復号キ
ーを生成する手順、
　前記三次ファイル、前記第１復号キー及び第２復号キーより、前記コンテンツを作成す
る手順、および
　前記コンテンツを再生後、前記コンテンツを削除する手順
を含むコンテンツの復号化工程
を含むことを特徴とするコンテンツの再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、漫画などのコンテンツをサーバから端末へ配信するシステムに関するもので
あり、より詳しくは、コンテンツ配信に係る全体の仕組みであるコンテンツ配信システム
と、コンテンツを端末へ配信するコンテンツ配信装置と、端末でコンテンツ操作するため
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のコンテンツ操作プログラムに関し、その目的は配信されたコンテンツのコピー等の模倣
防止効果を確実に得ることにある。
【背景技術】
【０００２】
昨今、無線通信や携帯型端末機の発達により、電子書籍を利用する環境が整いつつある。
これに伴い、電子書籍を利用するユーザも急速に増加しており、今後も電子書籍の普及が
進むであろうことは容易に予想できる。特に米国では、電子書籍に狙いを定めた端末機が
販売されるとともに、インターネット上に仮想の電子書籍店が構築されるなど電子書籍の
流通が加速されており、電子書籍の利用者は急増している。一方、わが国においても、米
国に比べるとやや緩慢ではあるものの、電子書籍の利用者は増加傾向にあり、電子書籍に
適した携帯型端末機が今春販売開始されたことによってこの増加傾向はさらに加速化され
るものと思われる。
【０００３】
　現在、電子書籍を流通させるしくみ（以下、「電子書籍システム」という。）は、おお
むね次のように行われている。すなわち、電子書籍を販売する店舗がインターネット上に
構築され、ユーザがこの電子書籍店を訪れて所望の電子書籍をインターネット上で購入す
るのである。
【０００４】
　通常、電子書籍店は本という印刷物を画像データ化（小説の場合はテキストデータ化す
ることもある）して格納しておき、ホームページ上で取り扱っている書籍やその価格など
を公開している。ユーザは、電子書籍店のホームページを訪れ、会員登録手続きを行い、
電子書籍を閲覧するアプリケーション（電子書籍リーダーともいわれ、多くの場合、電子
書籍店専用のものである）を自分のパーソナルコンピュータ（以下、「ＰＣ」という。）
にダウンロードし、このアプリケーションを用いて電子書籍店にある書籍から所望のもの
を選択して自己のＰＣに表示させる。電子書籍店にある電子書籍をユーザのＰＣに表示さ
せる方法としては、電子書籍（電子データ）をダウンロードする方法、ストリーミングに
よって表示させる方法などが採用されている。
【０００５】
　ユーザは、ダウンロードしたアプリケーションを使って、ページをめくり、中断時にブ
ックマーク（しおり）を登録し、あるいは電子辞書で言葉を調べながら電子書籍を読み進
めていく。もちろん、課金システムや、電子書籍を違法コピーされないためのセキュリテ
ィシステムは、電子書籍店によって適宜導入されている。
【０００６】
　特許文献１は、サーバ側（電子書店側）とユーザ側にあるコンピュータの記憶容量を圧
迫しないような仕組みについて提案されたものであるが、電子書籍システムについてはお
おむね上記のとおりである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－１５６７８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
しかしながら、特許文献１をはじめ現状の電子書籍システムでは、配信されたコンテンツ
のコピー等の模倣防止について効果的な対策が施されたコンテンツ再生方法が開示されて
いないという問題がある。そのうえ、ひとつのコンテンツ（作品）について１種類のデー
タ形式しか選択できないという問題がある。つまり、電子書籍店を訪れて気に入ったコン
テンツを見つけても、画像形式のデータ（電子書籍によってはテキスト形式のデータ）を
手に入れることしかできず、そのコンテンツにおける動画形式のデータを手に入れること
も、そもそもそのコンテンツに関してどのような形式のデータが存在するのかを知ること
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もできない。
【０００９】
もちろん、一旦その電子書籍を離れ、汎用の検索サイトを利用して、動画形式のデータが
存在するか、あるいはどこのサイトに存在してどのように入手できるのか、などをコンテ
ンツごとに検索することはできるが、極めて煩雑な作業である。特に、一度に多くのコン
テンツについて検索する場合、この煩雑さは顕著に表れる。小説や漫画といった書籍は、
映画やアニメーションとして発表されることもあるので、このような場合には動画形式の
データを入手することも難しくはないが、多くの場合その販売価格は高価である。もっと
も映画化され、あるいはアニメーション化される著名な小説や漫画は、全体のうちのほん
の一部であり、大多数の一般作品は映画化やアニメーション化されることがなく、改めて
動画形式のデータを作成するには多大な費用がかかることもあって、これら一般作品にお
ける動画形式のデータを入手することは極めて困難である。
【００１０】
　このように現状における電子書籍システムでは、ひとつのコンテンツを選択するだけで
、そのコンテンツに関してどのような形式のデータが存在するのかを知ることはできず、
当然のことながらそのコンテンツについて複数のデータ形式から所望の形式のデータを選
んで入手することもできない。
【００１１】
　本発明の目的は、前記技術的課題を解消し、ひとつのコンテンツを選択するだけで、静
止画形式のデータか動画形式のデータのいずれか、または静止画形式のデータ及び動画形
式のデータの両方を選択することが可能であり、コンテンツごとに所望形式のデータを入
手して閲覧することができるコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテ
ンツ操作プログラムを提供することにより、配信されたコンテンツをコピー等の模倣不能
効果を確実に得ることにある。
【００１２】
本発明のコンテンツ配信システムは、コンテンツを利用する端末と、この端末にコンテン
ツを配信するコンテンツ配信装置と、端末とコンテンツ配信装置を接続する通信回線と、
を備えるコンテンツ配信システムにおいて、前記端末は、所望する動画又は静止画像のい
ずれか、もしくは両方のコンテンツを選択しその選択情報を前記コンテンツ配信装置に要
求する選択機能と、所望する動画又は静止画像のいずれか、もしくは両方のコンテンツを
前記コンテンツ配信装置から受信しそのコンテンツを処理する表示機能と、を有するコン
テンツ操作プログラムを備え、前記コンテンツ配信装置は、複数のコンテンツを記憶する
記憶手段と、前記端末からの所望コンテンツの選択情報に基づいて該当するコンテンツを
記憶手段から検索する検索手段と、この検索手段によって検索されたコンテンツを端末に
配信する配信手段と、を備え、前記コンテンツ配信装置の前記記憶手段は、１のコンテン
ツについて静止画形式のデータ及び動画形式のデータを含む２以上の形式のデータを記憶
するものであり、前記コンテンツ操作プログラムの前記選択機能は、選択したコンテンツ
からさらに所望のデータ形式を選択するとともに、選択したコンテンツをエンコーダによ
り暗号化された状態で、選択したデータ形式で受信するものであり、前記コンテンツ操作
プログラムの前記表示機能は、静止画形式のデータは静止画として表示可能であって、動
画形式のデータは動画として表示可能であって、静止画形式及び動画形式の両方のデータ
は静止画及び動画の両方を表示可能であり、かつ当該静止画像及び／又は動画が再生後、
前記コンテンツが削除されるシステムである。
【００１３】
本発明のコンテンツ配信システムは、コンテンツ配信装置の記憶手段は、複数の漫画のコ
ンテンツを記憶するものであり、漫画のコンテンツにおける静止画形式のデータを、作画
された漫画に基づいて作成された画像データとし、漫画のコンテンツにおける動画形式の
データを、作画された漫画から切り出した素材を用いて作成される複数のコマからなり、
これら複数のコマをコンテンツ操作プログラムで連続表示することによって動画として表
示されるデータとすることもできる。
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【００１４】
本発明のコンテンツ配信システムは、コンテンツ配信装置の記憶手段が１のデータ形式に
ついて２以上の言語のデータをもって記憶するものであり、コンテンツ操作プログラムの
選択機能が所望する動画又は静止画像のいずれか、もしくは両方のコンテンツの所望デー
タ形式であって所望の言語のデータを選択してその選択情報をコンテンツ配信装置に要求
可能であり、コンテンツ操作プログラムの表示機能が所望言語のデータを前記コンテンツ
配信装置から受信してそのコンテンツを所望言語で表示可能なシステムとすることもでき
る。
【００１５】
本発明のコンテンツ配信装置は、コンテンツを利用する端末に通信回線を介してコンテン
ツを配信するコンテンツ配信装置において、複数のコンテンツを記憶する記憶手段と、前
記端末から送信されるコンテンツの選択情報に基づいて該当するコンテンツを記憶手段か
ら検索する検索手段と、この検索手段によって検索されたコンテンツを端末に配信する通
信手段と、を備え、前記記憶手段は、１のコンテンツについて静止画形式のデータ及び動
画形式のデータを含む２以上の形式のデータをもって記憶するものであり、前記配信手段
は、前記検索手段によって検索されたコンテンツを、前記端末から要求されるデータ形式
で、かつエンコーダにより暗号化されて配信するものである。
【００１６】
本発明のコンテンツ操作プログラムは、コンテンツ配信装置から通信回線を介して配信さ
れるコンテンツを操作し得るコンテンツ操作プログラムにおいて、前記コンテンツ配信装
置に記憶されるコンテンツの中から所望のコンテンツを選択するとともに、そのコンテン
ツにおける所望のデータ形式を選択し、選択したコンテンツ及びデータ形式の選択情報を
前記コンテンツ配信装置にエンコーダにより暗号化されて送信する選択機能と、コンテン
ツ配信装置から配信される所望コンテンツを受信し、受信したコンテンツが静止画形式の
データであれば静止画として表示可能で、受信したコンテンツが動画形式のデータであれ
ば動画として表示可能で、受信したコンテンツが静止画形式のデータ及び動画形式のデー
タであれば静止画及び動画の両方を表示可能なものである。
　また、本発明のコンテンツの再生方法は、コンテンツを利用する端末と、この端末にコ
ンテンツを配信するコンテンツ配信装置と、端末とコンテンツ配信装置を接続する通信回
線と、を備えるコンテンツ配信システムに適用され、
　動画又は静止画像と日本語、中国語又は英語を区分する種類が書き込まれた種ファイル
により、第１暗号化キーを作成する手順、
　識別番号、発行者、タイトル、使用言語、サムネイルの情報を含むパラメータファイル
からコンテンツ情報を作成する手順、
　前記コンテンツ情報と、前記第１暗号化キーにより、第２暗号化キーを作成する手順、
　静止画像及び動画情報が格納された前記配信装置のデータベースとして機能する第１記
憶手段に格納された一次ファイルであるコンテンツを、エンコーダーを用いて前記第１暗
号化キーと前記第２暗号化キーにより暗号化する手順と、
　前記手暗号化された情報を、二次ファイル及び三次ファイルの２種類のファイルに分け
て、前記データベース又は、前記データベースとは異なる前記二次ファイル用の第２記憶
手段と前記三次ファイル用の第３記憶手段にそれぞれ格納する手順、および
　前記二次ファイルに格納された情報と、前記三次ファイルに格納された情報を読み出し
、前記二次ファイル及び三次ファイルとは異なる四次ファイルに書き込む手順
を含む暗号化工程と、
　前記配信装置の配信サーバより配信情報を取得しディスプレイに表示する手順、
　ユーザが選択した配信情報に該当する前記四次ファイルをダウンロードする手順、
　前記種ファイルを取得する手順、
　前記種ファイルと前記四次ファイルより、第１復号キーを生成し、前記二次ファイルを
抽出し、前記三次ファイルを抽出し、当該三次ファイルと第１復号キーより、第２復号キ
ーを生成する手順、
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　前記三次ファイル、前記第１復号キー及び第２復号キーより、前記コンテンツを作成す
る手順、および
　前記コンテンツを再生後、前記コンテンツを削除する手順
を含むコンテンツの復号化工程
を含むことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１７】
本発明のコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテンツ操作プログラム
並びにコンテンツの再生方法は、コンテンツを再生後、コンテンツを削除するため、配信
されたコンテンツのコピー等の模倣が確実に防止できる。また、本発明のコンテンツ再生
方法は、暗号化キーの生成を複数回組み合わせる構成となっているため、機密性を高める
ことができ、データ量の少ないＭＣＣファイルより第２復号キーを生成することで、高速
化を達成しているので、ＰＣのみならず、スマートフォンなどの小型端末に適用すること
ができる。さらに本発明のコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテン
ツ操作プログラムには次のような効果がある。
（１）自宅であればＰＣで、外出時であれば携帯型端末で、場所や時間に制約されること
なく所望のコンテンツを入手し閲覧することができる。
（２）コンテンツごとに、静止画（本形式）として閲覧することも、動画として閲覧する
ことも、また静止画と動画とを同時に選択することができる。
（３）漫画コンテンツ動画形式データを、作画された漫画から切り出した素材を用いて作
成される複数のコマとすれば、従来の方法に比べて極めて廉価に動画形式データを作成す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明のコンテンツ配信システムの全体概要を示すブロック図。
【図２】複数のコンテンツ配信装置を備えた場合のコンテンツ配信システムの全体概要を
示すブロック図。
【図３】コンテンツ配信装置のデータベースに格納されたコンテンツのデータのイメージ
を説明するブロック図。
【図４】端末を用いてコンテンツ配信システムを使用する例を示す説明図。
【図５】端末に、静止画像と動画とが表示された例を示す説明図。
【図６】端末に、静止画像と動画とが表示された例を示す説明図。
【図７】本発明に係るテンツの暗号化の概要を示す説明図。
【図８】本発明の暗号化されたコンテンツの復号化の手順を示すフローチャート。
【図９】本発明のコンテンツ配信システムにおける、配信側における原画から動画の作成
より、コンテンツの暗号化・復号化を介してユーザ端末での画像の閲覧に至るまでの流れ
を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（実施形態１）
　本発明のコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテンツ操作プログラ
ムにおける実施形態の一例を、図に基づいて説明する。
【００２０】
［システム全体の構成］
図１は、本発明のコンテンツ配信システムの全体概要を示すブロック図である。この図に
示すように、本発明のコンテンツ配信システムは、コンテンツ配信装置１と、端末２と、
通信回線３を備えている。
【００２１】
　コンテンツ配信装置（１）は、ユーザ（クライアント）からの要求に応じて種々の処理
を実行し、必要に応じて処理結果をユーザに返すものであり、具体的には、種々の情報処
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理を実行するサーバ（１ａ）と、コンテンツに係るデータやユーザ情報などを記憶する記
憶手段（以下、「データベース（１ｂ）」という。）からなるものである。図１に示され
るように、データベース１ｂはひとつだけ設けるようにしてもよく、また、コンテンツに
係るデータ（１１ｂ）、コンテンツ以外のユーザに関する情報、課金システムに必要な情
報などのデータベース（１１ｃ）を設けることもできる。
【００２２】
　添付図面において、端末（２）は、ユーザが所有しているコンピュータであり、携帯型
のコンピュータや携帯電話など携帯可能であって通信可能な端末機（以下、「携帯型端末
」という。）や、通常は室内に固定されるＰＣ等が含まれる。もっとも、本発明はコンテ
ンツを利用するためのものであるから、場所に制限されることなく利用できる携帯型端末
のほうが端末（２）には適している。
【００２３】
　通信回線（３）は、コンテンツ配信装置（１）と端末（２）とを、通信可能に接続する
ネットワークであり、最も代表的なものがインターネットである。ここで通信回線（３）
は、情報伝達するためのネットワークであって、物理的に情報を伝達するための通信設備
（通称、通信インフラ）を意味するものではない。本発明においては、この通信インフラ
として利用されるのは有線であっても無線であっても構わないが、前記したように本発明
はコンテンツを利用するためのものであるから、場所に制限されることなく利用できる無
線のほうが好適である。
【００２４】
［コンテンツ配信装置の構成］
　コンテンツ配信装置（１）は、通信回線（３）に接続されており、ユーザの要求に応じ
て指定されたコンテンツを配信するものであり、サーバ（１ａ）とデータベース（１ｂ）
を備えている。
【００２５】
サーバ（１ａ）は、ユーザからの情報を受信する受信手段、データベース（１ｂ）から所
定のコンテンツデータを検索する検索手段、コンテンツデータをユーザに対し配信する配
信手段を有している。この受信手段がユーザからのコンテンツ要求情報を受信すると、例
えばそのコンテンツのタイトル名を手掛かりにして、検索手段がデータベース（１ｂ）内
に記憶されたコンテンツの中から該当するものを検索する。後に説明するように、データ
ベース（１ｂ）内に記憶されたコンテンツは、少なくとも静止画形式のデータ（コンテン
ツの実体データ）と動画形式のデータ（コンテンツの実体データ）を持っている（図３参
照）ので、ユーザに対して好みのデータ形式を選択させ、選ばれた形式のデータを配信手
段によってユーザに送る。
【００２６】
通常、コンテンツ配信装置（１）は、ｗｅｂページを開設して提供できるコンテンツなど
コンテンツ配信サービスに関する情報を開示している。ユーザはこのｗｅｂページを閲覧
し、所望のコンテンツを見つけると、このｗｅｂページを通じてコンテンツ配信装置（１
）に対し所望する動画又は静止画像のいずれか、もしくは両方のコンテンツを要求する情
報を送り、コンテンツ配信装置（１）はその要求に応じて指定されたコンテンツデータを
ユーザに配信する。このコンテンツ配信装置（１）は、図１に示すように通信回線（３）
に対してひとつだけ構築する場合に限らず、図２に示すように複数（図では３つ）のコン
テンツ配信装置（１）を立ち上げることもできる。また、本発明のコンテンツ配信装置（
１）を設置するために新たにｗｅｂページを開設することもできるし、既に開設されてい
る電子書籍のｗｅｂページ内に組み込むこともできる。
【００２７】
コンテンツ配信装置（１）から送られてきたコンテンツデータは、後に説明する専用の閲
覧用アプリケーション（以下、「コンテンツリーダー」という。）が必要となる。よって
、ユーザは事前にこのコンテンツリーダーを手に入れる必要があり、コンテンツ配信装置
（１）（ｗｅｂページ）を初めて訪れたとき（あるいはユーザからダウンロード要求があ
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ったとき）に、サーバ（１ａ）がデータベース（１ｂ）に格納されたコンテンツリーダー
を抽出してユーザにダウンロードさせる。なお、本発明を実施するにあたっては、コンテ
ンツリーダーのダウンロードに課金させることも、無償（フリー）とすることも可能で、
課金させる場合は従来の課金システムを用いることができる。なお、ユーザがコンテンツ
リーダーを手に入れる手段は、コンテンツ配信装置（１）からのダウンロード限らず、他
の媒体を通じて（オフラインで）入手することもできる。
【００２８】
ユーザが、ｗｅｂページを訪れて目的のコンテンツを入手するまでには、コンテンツ配信
装置（１）とユーザの間で種々の応答が考えられ、これらの応答はサーバ（１ａ）によっ
て行われる。例えば、ユーザが会員登録する場合にはユーザを認証し得るＩＤの登録、デ
ータの配信に課金する場合には会員（あるいは端末）の認証や決済の認証、その他ユーザ
の趣向に合わせた広告の配信などは、このサーバ（１ａ）を窓口として行われる。ただし
、本発明の実施にあたっては、ユーザの会員登録、データ等の課金制度、広告配信は任意
であり、実施する者の設計に任されるものである。また本発明においてコンテンツのデー
タ（静止画形式、動画形式）をユーザに配信する手段としては、そのデータをダウンロー
ドさせる方法、ストリーミングによりデータを閲覧させる方法、クラウドシステムによる
方法など、種々の方法を採用することが可能で、データをダウンロードさせる場合のコピ
ーガードも従来から用いられている技術を用いることができる。なお、静止画形式データ
や動画形式データを、コンテンツリーダーにのみ対応する専用のデータ形式とすれば、そ
れだけで違法コピーを防止する一助となる。
【００２９】
［端末の構成］
端末（２）は、通信回線（３）に接続されており、ユーザの要求をコンテンツ配信装置（
１）に伝達するとともに、コンテンツ配信装置（１）から所望のコンテンツを受信し、そ
のコンテンツを利用（閲覧）するものであり、演算処理を行う装置やデータを格納するメ
モリのほか、通信回線（３）を介して情報を通信できる送受信手段と、情報を表示する表
示画面（モニタなど）を備えている。
【００３０】
本発明で使用される端末（２）は、前記したコンテンツリーダーが搭載（インストール）
されている。なお、コンテンツリーダーを入手する方法は、前記したように、ダウンロー
ドや媒体を介して入手する方法など、任意に選択することができる。このコンテンツリー
ダーは、主に選択機能と表示機能を含むコンテンツを操作（ハンドリング）するためのプ
ログラムである。このうち選択機能では、コンテンツ配信装置（１）が提供可能なコンテ
ンツの中から、所望のコンテンツ及びそのデータ形式を選択し、さらに送受信手段を通じ
てコンテンツ配信装置（１）に送信するとともに、コンテンツ配信装置（１）から送られ
てくるコンテンツデータを（受信手段を介して）受け取ることができる。また表示機能で
は、受け取ったコンテンツデータを処理することができる。なお、ここでいうコンテンツ
の処理とは、コンテンツを閲覧するために必要な操作を意味し、コンテンツの開始、コン
テンツの終了（あるいは停止や中断）、静止画形式データであればページめくり（進む・
戻る）やブックマーク（しおり）の登録、動画形式であれば早送り・巻き戻し・スキップ
、といった操作が含まれる。
【００３１】
後にも説明するように、コンテンツの配信装置（１）によって提供されるコンテンツは少
なくとも静止画形式のデータと動画形式のデータを持っているので、コンテンツリーダー
の選択機能はどちらのデータ形式であっても受け取り可能であり、表示機能はどちらのデ
ータ形式であっても処理（操作）可能である。
【００３２】
ユーザがコンテンツ配信装置（１）のｗｅｂページを訪れて、コンテンツリーダーの選択
機能を使用しながら所望のコンテンツデータを取得するまでの一連の流れを例示すると、
おおむね以下のとおりである。ユーザがｗｅｂページを訪れると、まずは欲しいコンテン
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ツが存在するか否かを検索する。その際、ジャンル（分類）を絞ったり、タイトル名や作
者名を手掛かりに検索したり、発刊時期を条件に検索したり、種々の手法で検索すること
が考えられる。検索した結果、条件に該当する複数のコンテンツがリスト表示され、さら
に気になるコンテンツについて金額、作者、概要、ページ数、公開時期、出版社、といっ
た詳細情報を表示させる。そこでそのコンテンツの取得を決意すると、取得の意思を伝え
る操作（例えば「決定」ボタンの入力など）を行い、要求情報をコンテンツ配信装置（１
）に伝える。コンテンツ配信装置（１）では、指定されたコンテンツをデータベース（1
ｂ）から検索し、当該コンテンツが持っているすべてのデータ形式をユーザに送る。ユー
ザは、端末（２）に表示されたコンテンツに係るデータ形式一覧を確認し、好みの形式（
所望する動画又は静止画像のいずれか、もしくは両方（図５及び６参照））を選択する。
選択したデータ形式を再びコンテンツ配信装置（１）に送信し、コンテンツ配信装置（１
）ではこれに応じて指定されたコンテンツの指定された形式のデータ（コンテンツの実体
）を端末（２）に送る。もちろん上記一連の流れはあくまで一例であり、もっと簡略な流
れにすることも、もっと詳細に応答することも可能である。
【００３３】
［コンテンツのデータ］
前記したとおり、コンテンツ配信装置（１）のデータベース（１ｂ）には、１つのコンテ
ンツについて静止画形式のデータと動画形式のデータを含む２つ以上の形式のデータをも
って記憶されている。ここで静止画形式のデータとは、モニタ等で表示されると基本的に
はその表示が固定されるものであり、具体的にはｐｄｆ、ＪＰＧ、ＪＰＥＧ、ＧＩＦとい
った画像データや、テキストのみで表示されるデータ等が挙げられる。また、動画形式の
データとは、モニタ等で表示されると自動的に画面表示が変化していくものであり、代表
的なものとしてビデオで取得した映像データやアニメーションのデータ等が挙げられる。
【００３４】
漫画を例に挙げて、さらに詳細に静止画形式のデータと動画形式のデータについて説明す
る。ここでいう漫画とは、枠で囲まれた中に絵と吹き出しが描かれたコマと呼ばれるもの
を複数作成し、これらのコマをストーリーに合わせて並べられたもののことである。通常
、漫画は紙などの媒体に表示されることが多く、１ページ内に複数のコマを配置して複数
のページから構成されることもある。
【００３５】
　昨今では、コンピュータグラフィックや描画ソフトも普及しているので、必ずしも紙媒
体に絵を描くことだけが作画とは限らないが、便宜上ここでは電子データを直接作成する
（つまりモニタ上に絵を描く）行為を「描画」といい、紙媒体上に絵を描くことを「作画
」とする。
【００３６】
紙媒体に作画された漫画を静止画形式のデータとする場合、スキャニングを行いｐｄｆ、
ＪＰＧ、ＪＰＥＧ、ＧＩＦといった画像データを作成することが考えられる。また、スキ
ャニングする方法も、１ページごとにスキャニングするか、１コマごとにスキャニングす
るかに大別される。いずれにしろ、これらスキャニングした画像データは、静止画形式の
データであり、以下、漫画を１ページごとにスキャニングした画像データを「ページ画像
データ」、漫画を一コマごとにスキャニングした画像データを「コマ画像データ」という
。
【００３７】
漫画のページ画像データをコンテンツリーダーの表示機能で処理する場合、フリックなど
によってページをめくる操作をすると、作画された漫画と同様、やはり次のページが表示
される。一方、コマ画像データを表示機能で処理する場合、ページをめくる操作をすると
、作画された漫画とは異なり、次のコマが表示されることとなる。
【００３８】
紙媒体に作画された漫画を動画形式のデータとする場合、通常はアニメーションが考えら
れる。従来アニメーションはテレビや映画で放映されてきたが、昨今ではビューワソフト
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も普及し、ＤＶＤプレーヤーやＰＣでも閲覧できるようになった。通常、作画された漫画
をもとにアニメーションを作る場合、新たにアニメーションの作者によって作成される。
そのため、漫画の原作者とアニメーション作者の作風の違いからそれぞれの絵は見た目に
タッチが異なる。このようにやや趣は異なるものの、アニメーション化し、さらにコンテ
ンツリーダーの表示機能で再生できるように電子化することで、作画された漫画を動画形
式のデータとすることができる。さらに趣は異なるが、作画された漫画を原作とした実写
映像（ドラマ)を作成し、これをコンテンツリーダーの表示機能で再生できる電子データ
化することで、作画された漫画を動画形式のデータとすることもできる。
【００３９】
紙媒体に作画された漫画を動画形式のデータとする方法として、作画された漫画（原画）
の趣を忠実に残し、さらにアニメージョン化や実写化するよりも著しく廉価に作成する方
法がある。作画された漫画から切り出した素材を用いてコマ（動画用のコマ）を作成し、
そのコマを連続して自動的に動かすことで動画として表現させる方法であり、ここでは便
宜上「コマ動画」と呼ぶ。なお、作画した漫画を構成する枠に囲まれた絵等も「コマ」で
あり、「コマ動画」を構成する１単位の画像も「コマ」であるので、ここでは便宜上、そ
れぞれ「コマ（作画用）」と「コマ（動画用）」と（）内で区別して用いることとする。
【００４０】
　コマ動画の作成法方法を具体的に説明すると次のとおりである。作画した漫画のコマ（
作画用）をひとつひとつ切り出していく。さらに、コマ（作画用）内の素材－例えば人物
、背景、吹き出し－を切り出していく。切り出された素材はそれぞれ画像データ（ｐｄｆ
、ＪＰＧ、ＪＰＥＧ、ＧＩＦ）化され、それぞれ異なるレイヤとして構成される。人物画
像レイヤでは、さらに口などのパーツを素材として切り出し、他のコマ（作画用）で描か
れている異なる形の口と入れ替える。このようにすると、同じコマ（作画用）から切り出
された人物であっても、口の形が相違する２種類の人物の画像データが作成されることと
なる。このようにして、少しずつ形の異なる人物の画像データを多数形成していく。この
時、原画の作画の作風を忠実に再現するために、できる限り素材は同一作品（コンテンツ
）内から切り出して利用することが望ましい。
【００４１】
　少しずつ形の異なる人物の画像データを連続して表示すると、いわゆる「パラパラ漫画
」のように、あたかもその人物が動いているように見える。実際には、人物画像レイヤに
背景画像レイヤを重ね、さらに必要に応じて吹き出し画像レイヤを重ねて、ひとつのコマ
（動画用）を完成させる。このようにしてコマ（動画用）を数多く作成し、さらにコマ（
動画用）の順序や、コマ（動画用）の表示間隔（つまり遷移速度）、音声（セリフや効果
音など）といった情報を加えて、ひとつの動画形式データ（ファイル）を作成する。
【００４２】
　このようにして作画された漫画から作成された動画形式データ、すなわち「コマ動画」
データはコンテンツリーダーの表示機能で処理可能であり、「コマ動画」データが持つコ
マ（動画用）順序、コマ（動画用）表示間隔、音声といった情報に基づいて「コマ動画」
が自動的に動画として再生される。
【００４３】
　前記したとおり、「コマ動画」はコンテンツリーダーで再生可能な動画形式のデータで
あって、作画された漫画（原画）の趣を忠実に残し、かつアニメーションや実写に比べて
製作にかかる手間が少なく、データ制作費も安価に抑えることができるといった効果があ
る。
【００４４】
　コンテンツ配信装置（１）のデータベース（１ｂ）に格納される、静止画形式の「ペー
ジ画像データ」や「コマ画像データ」、及び動画形式のアニメーション化データや実写化
データやコマ画像データは、いずれもオーサリングツールと呼ばれるソフトウェアによっ
て、コンテンツリーダーで処理できるデータに変換される。また、このオーサリングツー
ルによって、データコピー防止用に暗号化し、あるいはデータ通信のためのデータ圧縮す
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ることもできる。
【００４５】
　図３は、コンテンツ配信装置（１）のデータベース（１ｂ）に格納されたコンテンツ（
４）のデータのイメージである。図３において、破線で囲ったものが１つのコンテンツの
概念であり、図では２つのコンテンツを記載しているが、実際にはもっと多数のコンテン
ツが格納されている。図に示す第１のコンテンツ（４ａ）、第２のコンテンツ（４ｂ）に
は、それぞれコンテンツの概要を示す概要データ（４１ａ）、（４１ｂ）を備え、さらに
それぞれ静止画形式のデータと動画形式のデータを有している。
【００４６】
　概要データ（４１ａ）、（４１ｂ）には、コンテンツのタイトル、作家名、大分類～小
分類、出版社や発刊時期、が記載されている。第１の概要データ（４１ａ）には、画像デ
ータとテキストデータの２種類の静止画形式データがリンクしており、またコマ動画デー
タとアニメデータの２種類の動画形式データがリンクしている。一方、第２の概要データ
（４１ｂ）には、画像データの静止画形式データがリンクしており、またコマ動画データ
の動画形式データがリンクしている。また、第１コンテンツ（４ａ）では、静止画形式デ
ータと動画形式データのいずれも予告編と本編の実体データが存在する。
【００４７】
ユーザがコンテンツを配信装置１のｗｅｂページを訪れてコンテンツを検索するという状
況について、図３を用いて説明する。ユーザが「少年マンガスポーツ」というカテゴリー
を指定して検索すると、リストの一つに第１コンテンツ（４ａ）が表示される。ユーザが
第１のコンテンツ（４ａ）の詳しい情報を要求すると、概要データ（４１ａ）のすべて又
は一部が端末（２）に表示される。同時に、データ形式として、静止画形式は画像形式と
テキスト形式、動画形式はコマ動画形式とアニメ形式、があることを表示する。すなわち
ユーザは、当該コンテンツとして４種類のデータ形式から選択して取得できることを認識
する。次にユーザがコマ動画形式を選択し、さらに予告編を選択すると、予告編のコマ動
画データ（実体）が端末（２）に送信され、ユーザはこの予告編を閲覧する。この予告編
を見て気に入ると、本編の要求情報をコンテンツ配信装置（１）に送り、ユーザは第１の
コンテンツ（４ａ）におけるコマ動画の本編データを入手する。
【００４８】
　一方、ユーザが「学校物語」というタイトル名を指定して検索すると、リストの一つに
第２のコンテンツ（４ｂ）が表示される。ユーザが第２のコンテンツ（４ｂ）の詳しい情
報を要求すると、概要データ（４１ｂ）すべて又は一部が端末（２）に表示される。同時
に、データ形式として、静止画形式は画像形式、動画形式はコマ動画形式、があることを
表示する。すなわちユーザは、当該コンテンツとして２種類のデータ形式から選択して取
得できることを認識する。ユーザは画像形式を選択すると、第２のコンテンツ（４ｂ）に
は予告編が無いので、このまま本編の要求情報を送ることとなり、ユーザは第２のコンテ
ンツ（４ｂ）における画像の本編データを入手する。
【００４９】
　なお、データ送信に課金する場合は、本編データの入手前に課金システムを稼動させる
。また、ユーザがデータの送信要求する場合、日本語のほか英語や中国語など種々の言語
を選択することもできる。もちろんこの場合、データごとに対応する言語版のデータを用
意しデータベース（１ｂ）に格納しておく必要がある。
【００５０】
［使用例］
　図４は端末（２）を用いてコンテンツ配信システムを使用する例を示す説明図である。
この図に基づいて、ユーザがコンテンツリーダーを使用しながら所望のコンテンツデータ
を取得するまでの一連の流れを説明する。
【００５１】
　ユーザがコンテンツ配信装置（１）のｗｅｂページを訪れ、タイトル名等を手掛かりに
検索した結果、条件に該当する複数のコンテンツが端末（２）にリスト表示される。図４
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に示す画面（５０１）が、検索結果をリスト表示した状態である。そのリストのうちユー
ザ所望のコンテンツ（図では上から２番目）を指定（タップ）する。しばらく待つ（画面
５０２）と、指定したコンテンツにおけるデータ形式を選択する画面（５０３）が表示さ
れる。図では「ｍｏｖｉｅ」と「ｃｏｍｉｃ」が表示されており、それぞれ「ｍｏｖｉｅ
」が動画形式のコマ動画データのことで、「ｃｏｍｉｃ」が静止画形式の画像データのこ
とである。
【００５２】
　「ｍｏｖｉｅ」か「ｃｏｍｉｃ」を選択（タップ）すると、次に言語を選択する画面５
０４が表示される。図では日本語か英語を選択するようになっているが、もちろん他の言
語を用意してもよいし、画面（５０４）で３以上の言語から選択できるようにしてもよい
。画面（５０４）で言語を指定（タップ）し、しばらく待つ（画面５０５）と端末２には
実際のコンテンツが再生されるようになる。画面（５０３）で「ｃｏｍｉｃ」を選択した
場合、画面（５０６）に遷移し、ページ画像データが表示される。この場合、次のページ
へ進む操作を行いながら読み進めていく。また、画面（５０３）で「ｍｏｖｉｅ」を選択
した場合、画面（５０７）に遷移し、コマ動画データが表示される。この場合、再生ボタ
ンを入力（タップ）すると、自動的に動画が開始される。
【００５３】
（実施形態２）
　実施形態１では、主に漫画のコンテンツの場合で説明したが、本発明では漫画に限らず
、他の種類のコンテンツでも利用できる。例えばコンテンツの種類が小説の場合、その静
止画形式のデータはテキストデータやページ単位の画像データとすることができ、動画形
式のデータとしては実写化データやアニメ化データに加え、朗読者の映像データとするこ
ともできる。また、コンテンツの種類が新聞の場合、その静止画形式のデータはテキスト
データやページ単位の画像データとすることができ、動画形式のデータとしては同一内容
のニュース映像データとすることもできる。
【００５４】
本発明のコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテンツ操作プログラム
は、電子書籍店に限らず、電子図書館におけるコンテンツ利用や、学校や学習塾での自習
室、インターネット上の学習教材提供者、企業のホームページ上での販売促進資料、店頭
や展示場での商品説明資料など、様々な状況で応用することができる。
【００５５】
（実施形態３）
上述の実施形態１及び２では、端末（２）として、携帯型のコンピュータや携帯電話など
携帯可能であって通信可能な、例えば、ｉＰｈｏｎｅ（商品名）などのいわゆるスマート
フォン、ｉＰａｄ（登録商標）などのいわゆるタブレット型コンピュータ（図４の参照符
号（５０１）参照）などの携帯型端末の他、通常は室内に固定されるＰＣ等までも対象と
している。本実施形態においても、もちろん室内に固定されるＰＣに適用可能であるが、
携帯型端末にも適用が可能であり、マルティディスプレイ機能があれば、スマートフォン
でも図５及び図６に示されるような、静止画像と動画とを表示させることができる。
【００５６】
本実施形態では、動画、静止画像、音声情報が格納されたコンテンツファイルが、暗号化
された後、通信回線（３）を介してユーザ側の端末（２）に送信されたとき、スマートフ
ォンなどの携帯端末でも復号化できる点に最大の特徴がある。すなわち、図３の（ａ）に
示された静止画像及び動画情報が格納されたコンテンツ（４）の情報を、つぎの手順で暗
号化する（図７参照）。
【００５７】
手順（Ａ１）：まず種ファイル（ＳＦ）又は既存の認証機関（ＣｅｒｔｉｆｉｃａｔｅＡ
ｕｔｈｏｒｉｔｙ：ＣＡ）によって発行された電子証明書により、第１暗号化キーを作成
する。ここで、種ファイル（ＳＦ）とは、「動画（ＭＯＶＩＥ）」又は「静止画像（ＣＯ
ＭＩＣ）」の種類、「日本語」、「英語」、「中国語」などのコンテンツの使用言語の種
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類が書き込まれたファイルのことをいう。
【００５８】
手順（Ｂ１）：パラメータファイル（ＰＦ）からコンテンツ情報を作成する。ここで、パ
ラメータファイル（ＰＦ）とは、識別番号（ＩＤ）、発行者、タイトル、使用言語、サム
ネイル等の情報をいい、前述の図３に示された第１実施形態の概要情報（４１ａ）、（４
１ｂ）のことである。
【００５９】
手順（Ｃ１）：ついで、前記手順（Ｂ１）によって得られたコンテンツ情報と、第１暗号
化キーにより、第２暗号化キーを作成する。
【００６０】
手順（Ｄ１）：つぎに、静止画像及び動画情報が格納された一次ファイルであるコンテン
ツ（４）を第１暗号化キーと第２暗号化キーにより暗号化する。手順（Ａ１）、手順（Ｂ
１）、手順（Ｃ１）及び手順（Ｄ１）は、エンコーダーによって行う。
【００６１】
手順（Ｅ１）：前記手順（Ａ１）～（Ｄ１）によって暗号化された情報を、二次ファイル
（ＭＣＣファイル）及び三次亜フィル（ＭＣＦファイル）の２種類のファイルに分けて、
前述の第１実施形態において述べたコンテンツに係るデータやユーザ情報などを記憶する
第１記憶手段（データベース）（１ｂ）とは異なる二次ファイル（ＭＣＣファイル）用の
第２記憶手段（５）と三次ファイル（ＭＣＦファイル）用の第３記憶手段（６）にそれぞ
れ格納する。いうまでもなく、二次ファイル（ＭＣＣファイル）用の第２記憶手段（５）
と三次ファイル（ＭＣＦファイル）用の第３記憶手段（６）は、別々に設けることは必須
ではなく、コンテンツに係るデータやユーザ情報などを記憶する記憶手段（１ｂ）に、二
次ファイル（ＭＣＣファイル）と三次ファイル（ＭＣＦファイル）とを格納することも可
能である。
【００６２】
手順（Ｆ１）：二次ファイル（ＭＣＣファイル）に格納された情報と、三次ファイル（Ｍ
ＣＦファイル）に格納された情報を読み出し、四次ファイル（ＭＣＺファイル）に書き込
む。四字ファイル（ＭＣＺファイル）は、第２記憶手段（５）と第３記憶手段（６）は異
なる四次ファイル（ＭＣＺファイル）用の第４記憶手段（７）に格納される。いうまでも
なく、四次ファイル（ＭＣＺファイル）用の第４記憶手段（７）を、別に設けることは必
須ではなく、コンテンツに係るデータやユーザ情報などを記憶する記憶手段（データベー
ス）（１ｂ）に、四次ファイル（ＭＣＺファイル）を格納することも可能である。
【００６３】
四次ファイル（ＭＣＺファイル）用の第４記憶手段（７）は、さらに動画の四次ファイル
（ＭＣＺファイル）（７ａ）、静止画像の四次ファイル（ＭＣＺファイル）（７ｂ）及び
音声の四次ファイル（ＭＣＺファイル）（７ｃ）に細分化してもよい。
【００６４】
つぎに、図８を参照して、ユーザ端末（２）における復号化の手順を説明する。
【００６５】
手順（Ａ２）：配信サーバ（１ａ）より配信情報を取得しディスプレイに表示する。
【００６６】
手順（Ｂ２）：利用者（ユーザ）が選択した配信情報に該当するＭＣＺファイルをダウン
ロードする。
【００６７】
手順（Ｃ２）：種ファイル（ＳＦ）を取得する。
【００６８】
手順（Ｄ２）：種ファイル（ＳＦ）と四次ファイル（ＭＣＺファイル）より、第１復号キ
ーを生成し、二次ファイル（ＭＣＣファイル）を抽出し、三次ファイル（ＭＣＦファイル
）を抽出し、当該三次ファイル（ＭＣＦファイル）と第１復号キーより、第２復号キーを
生成する。



(15) JP WO2012/005309 A1 2012.1.12

10

20

30

40

50

【００６９】
手順（Ｅ２）：前記三次ファイル（ＭＣＦファイル）、第１復号キー及び第２復号キーよ
り、コンテンツ（４）を作成する。
【００７０】
手順（Ｆ２）：前記コンテンツ（４）を再生する。
【００７１】
手順（Ｇ２）：コンテンツ（４）の再生終了後、コンテンツファイルを削除する。
【００７２】
前述の第１実施形態において、人物画像レイヤに背景画像レイヤを重ね、さらに必要に応
じて吹き出し画像レイヤを重ねて、ひとつのコマ（動画用）を完成させる。さらにコマ（
動画用）の順序や、コマ（動画用）の表示間隔（つまり遷移速度）、音声（セリフや効果
音など）といった情報を加えて、ひとつの動画形式データ（ファイル）を作成すること。
作画された漫画から作成された動画形式データ（すなわち「コマ動画」データ）はコンテ
ンツリーダーの表示機能で処理可能であり、「コマ動画」データが持つコマ（動画用）順
序、コマ（動画用）表示間隔、音声といった情報に基づいて「コマ動画」が自動的に動画
として再生されることを述べたが、本実施形態では、かかる作画された漫画から作成され
た動画形式データ（すなわち「コマ動画」データ）を、配信側での暗号化と、ユーザ端末
側での復号化とを介してコンテンツ（４）を再生する手順について言及しているのである
。
【００７３】
すなわち、図９の工程１および工程２は、第１実施形態で述べたとおりであり、工程３が
、前述の手順（Ａ１）～手順（Ｆ１）に相当する。工程３（手順（Ａ１）～手順（Ｆ１）
）の後、工程４において、四次ファイル（ＭＣＺファイル）（暗号化された情報）がサー
バ（１ａ）にアップロードされ、工程５において通信回線（３）に送信され、ユーザの携
帯型の端末（２）に、暗号化された情報の形で、配信される（工程６）。
【００７４】
工程７は、図４における参照符号（５０１）で示された状態（ディスプレイに漫画のタイ
トルが表示されている。手順（Ａ２）に相当。）において、ユーザが閲覧したいタイトル
を選択する（手順（Ｂ２）に相当。）。
【００７５】
工程８は、図４における参照符号（５０３）で示された状態（ディスプレイに「動画（Ｍ
ＯＶＩＥ）」か「静止画像（ＣＯＭＩＣ）」の選択をすることが要求されており、いずれ
かを選択する（手順（Ｃ２）、（Ｄ２）、（Ｅ２）に相当）。
【００７６】
工程９は、暗号が解凍され（解凍の条件として、課金条件を付加することも可能である）
、ユーザが希望する漫画の閲覧が可能になる（手順（Ｆ２）に相当。）
【００７７】
工程１０において、コンテンツが再生された後、コンテンツが削除される。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
本発明のコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテンツ操作プログラム
並びにコンテンツの再生方法は、コンテンツを再生後、コンテンツを削除するため、配信
されたコンテンツのコピー等の模倣が確実に防止できる。また、本発明のコンテンツ再生
方法は、暗号化キーの生成を複数回組み合わせる構成となっているため、機密性を高める
ことができ、データ量の少ないＭＣＣファイルより第２復号キーを生成することで、高速
化を達成しているので、ＰＣのみならず、スマートフォンなどの小型端末に適用すること
ができる。さらに本発明のコンテンツ配信システム、コンテンツ配信装置、及びコンテン
ツ操作プログラムには次のような効果がある。
（１）自宅であればＰＣで、外出時であれば携帯型端末で、場所や時間に制約されること
なく所望のコンテンツを入手し閲覧することができる。
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（２）コンテンツごとに、静止画（本形式）として閲覧することも、動画として閲覧する
ことも、また静止画と動画とを同時に選択することができる。
（３）漫画コンテンツ動画形式データを、作画された漫画から切り出した素材を用いて作
成される複数のコマとすれば、従来の方法に比べて極めて廉価に動画形式データを作成す
ることができる。
【符号の説明】
【００７９】
１　　　コンテンツ配信装置
１ａ、１１ａ　　サーバ
１ｂ、１１ｂ、１１ｃ　　データベース（第１記憶手段）
２　　　端末
３　　　通信回線
４　　　コンテンツ（一次ファイル）
４ａ　　第１のコンテンツ
４１ａ　第１の概要データ
４ｂ　　第２のコンテンツ
４１ｂ　第２の概要データ
５　　　ＭＣＣファイル（二次ファイル）
６　　　ＭＣＦファイル（三次ファイル）
７　　　ＭＣＺファイル（四次ファイル）

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】 【図８】
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【要約の続き】
か、もしくは両方のコンテンツの選択情報に基づいて該当するコンテンツを記憶手段から検索する検索手段と、この
検索手段によって検索されたコンテンツを端末に配信する配信手段とを備え、前記コンテンツ配信装置の前記憶手段
は、１のコンテンツについて静止画形式のデータ及び動画形式のデータを含む２以上の形式のデータを、エンコーダ
によって暗号化されて記憶するものであり、前記コンテンツ操作プログラムの前記選択機能は、選択したコンテンツ
からさらに所望のデータ形式を選択するとともに、選択したコンテンツを暗号化された状態で、選択したデータ形式
で受信するものであり、前記コンテンツ操作プログラムの前記表示機能は、静止画形式のデータは静止画として表示
可能であって、前記コンテンツが復号化された動画形式のデータは動画として表示可能であり、かつ該動画形式のデ
ータが再生後、削除されることを特徴とする。
（選択図）図８

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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